
<研究論文>

学校場面における中学生のセルフ・コントロールに関する検討

問題と自的

新学習指導要領(文部科学省， 2008)による

と「生きるカJの具体的な内容は、「子どもが自

ら課題を見つけ、主体的に判断し、行動し、よ

りよく問題を解決する資質や能力J、「自らを律

しつつ、他人とともに協調し、他人をおもいや

る心や感動する心などの豊かな人間性jである o

子どもたちは、自らの力で自己決定し、自らを

導き伸ばしていく力を身に付けなければならな

。、
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近年、学校教育において不登校、校内暴力な

ど様々な問題が発生している。特に不登校やい

じめは、小学生から中学生に移行する段階で急

増し、中 2がピークであることなどが指摘され

ている。こうした中、授業など学校生活のなか

で、生徒がセノレフ・コントロールを身につける

重要性が改めて重視されている。教育場面での

セルフ・コントローノレについては、生徒の学級

適応や非行傾向行為や社会的スキルに影響を及

すことがこれまでの研究で指摘されている(庄

司・林回， 2003 ;小保方・無藤， 2005)。このよ

うな研究のなかで、生徒の学校適応に影響を及

ぼす要因として、セルフ・コントロールの重要

性が指摘されている(岡田・渡田， 1992;石津・

安保， 2008)。また、メンタノレヘルスの観点から

も、ストレスやストレス反応に影響を及ぼす要

因として、セルフ・コントローノレの重要性が指

摘されている(播本・西村， 2004 ;原田・坂井，

2006 ;興野・小林， 2007;石津・安保， 2008) 0 
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教育場面におけるセルフ・コントロールに関

する研究は、臨床、発達的視点からの研究が行

われている。

杉若 (2003)はセルフ・コントロールを、現

時点で妨害要因の影響を受けている機能を自復

するための調整型セルフ・コントロールと将来

の結果を予測してより自発的に実行される(あ

るいは、後のダメージを回避する)改良型セノレ

フ・コントロールの 2つに分けて考察を行い、

セルフ・コントローノレに影響する要因は、内的

要因としては、比較的一貫した個人の特性、す

なわち借入差要因、外的要因は状況変数である

と指摘した。

庄司(1996)による幼児・児童のセルフ・コン

トロールの研究で、は、セルフ・コントロールを抑

制と促進 2つの側面から検討を行い、さらに、

個人的場面と社会的場面に分けて、発達的検討

を行った。その結果、①小学生のセルフ・コン

トロールは、学年があがるとともに低下する。

②内容別の結果から、個人的場面における促進、

抑制、社会的場面における抑制、促進ともに学

年に伴って低下する。③社会的抑制面のセル

フ・コントロールは、男究よりも女児が高いと

いうことが指摘された。

臨床場面における研究は大学生以上の大人

(杉若， 2003 ;塚本， 2004ほか)を対象に行わ

れており、また、発達的視点からの研究は幼児・

児童(石田， 1995;庄司， 1996ほか)を対象に

行われている。しかし、中学生のセルフ・コン

トロールに関する研究は非常に隈られているの

が現状である。

在 (2009)は、これまでの思弁的論考にとど

まっていた生徒のセルフ・コントロールを「自
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分の思考・感情・行為を自分自身で制御するこ

とである。つまり、したいが価値ないから行動

しない、あるいはしたくないが、{語値があるか

ら行動すること j と定義し、中学生用セルフ・

コントロール尺度を開発した(笹， 2009)。

子どもの自己コントローノレ能力は、自己シス

テムを構成する 3つの要素(自己概念、自尊心、

自己コントローノレ)の中の lつである。自分の

感情や行動を統制できる子どもほど有能感をも

っている (Pope，McHale， & Craighead， 1988 

高山訳 1992)ことが選考研究から指摘されてい

る。

以上を踏まえ、本研究では、発達段階的に青

年前期に位撞し、葛藤の中で揺れ動きながら、

自立を試みる中学生を対象に、学校場面におい

て、セノレ7 ・コントロールについて検討するこ

とを目的とする。具体的には、(1)学校場面に

おける中学生用セルフ・コントローノレ尺度を用

い、セルフ・コントロールの構成概念の特徴を

明らかにする。 (2) 中学生を対象にセノレフ・コ

ントロールについての質ー的調査を実施する。具

体的には学校場面でのセルフ・コントローノレの

状況、及び学校生活への影響、などについて面

接調査で明らかにする。
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方法

調査時期

2009年 7月に調査を実施した。

調査対象

首都圏の A 中学校 1 年生~3 年生の 365 名

(男子:196名、女子:169名)であった。

回収された 365部の質問紙の中、 12名の回

答が充分で、はなかったため、 353名(男子 189

名、女子 164名)の質問紙を分析に使用する

ことにした。

競査内容

質問紙を用いて調査を行った。その内容は、

①フェイスシート

学年、性別の記入を求めた。

②「学校場面における中学生用セルフ・コン

トローノレ尺度J(雀 2009) を用いた。 これ

は4つの下位尺度からなっている。 f学習・

促進面J(4項目)、「校則・抑制臣J(4項

目)、「活動・促進面J(4項目)、「対人関係・

促進面J(3項目)、計 15項目である o 友だ

ちと、先生と、ほかのまわりの人と、よく

あるいろいろな場面についての 15項Eを

[し 1つもするJ(4点)、 fときどきするJ(3 

点)、「あまりしないJ(2点)、「し 1つもしな

しリ(1点)の 4件法で回答を求めた。

調査手続

調査手続きは、調査対象者の確保、回収率、

呂答の質を確保する観点から、調査対象者の

在籍する学級単位で、集団で実施された。中

学校に依頼し、クラス担任が教室で質問紙を

誠査対象者に配布し、一斉に実施し、その場

で回収した。回答は無記名で行われ、調査対

象者が答えたくない場合には、答えなくても

よいこと、そのことで個人に不利援が生じな

いことを伝え、さらに回答が他人に知られる

ことはないことを{呆言正した。

これらの方法はすべての学年クラスにおい

て共通であった。統計処理は、 SPSS

(Version17.0) を使用した。

調査時間は、およそ 20分であったc

結果

f学校場面における中学生用セルフ・コント

ロール尺度j の4つの下位尺度の学年差と性差

を検討するため、「学校場面における中学生用セ

ルフ・コントローノレ尺度j の各下位尺度得点を

従属変数、学年と性別を独立変数とする 2要因

の分散分析を行った (Table1)。その結果、「学

習・促進面」では、学年の主効果が認められた (F

(2，343) = 4.48， p<.05)。引lkey法による多重
比較の結果、 1年生が 2年生より有意に高い得

点を示していた。 f校則・抑制面j においては、

有意差が認められなかった。「活動・促進面jで

は、学年の主効果が認められた (F(2，343) 

6.54， p<.01)。引lkey法による多重比較の結果、

1年生が 2年生より、 l年生が 3年生より有意
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Table 1セルフ・コント5ールの2要菌分散分転(学年差性別差)

1年 2年 3年 主効果
交互作用

男子(58-63)女子(n=51-57) 勇子(n=49-52)女子(n=42-46) 男子(n=68-73) 女子(n=55-61) 学年 性別

M SD M SD M SD M SD M SD M SD F鐘 F鐘 F媛

学習・挺進萄 3.05 .63 315 .58 2.93 .69 2.88.63 2.98 .63 2.98.61 4.48事 .45 n‘旦 113 1 年>2~手

投書J.郷銭面 3.69 .65 3.75 .54 3.64 .75 3.70.50 3.62 .71 3.68 .58 41 n.s. .72 n.s. ∞ 
活動・提進麗 3.66 .40 3.8329 3.56 .53 3.58.54 3.51 .41 3.60.51 6.54梓 3.79 n.s. .74 1年>2年!年>3年

対人関蕗・彊進蕊 3.34 .55 3.47 .42 3.17.66 3.33.57 3.16 .61 3.05.61 8.49梓キ .84 n.s. 2.06 1年>3年

料率p<.OOl林p<.01匂<'05

に高い得点を示していた。「対人関係・促進面J

では、学年の主効果が認められた (F(2，344) 

ヱニ8.49，p<.00 1) 0 Tukey法による多重比較の結

果、 1年生が 3年生より有意に高い得点を示し

ていた。

考察

本研究の目的は学校場面における中学生のセ

ルフ・コントロールを明らかにすることであっ

た。「学習・促進面」において、 1年生が 2年生

より有意に高かった。「活動・促進面Jにおいて、

1年生が 2年生、3年生より有意に高かった。「対

人関係、・促進面」において、 1年生が 3年生よ

り有意に高かった。この結果から、中学生の学

校場面におけるセルフ・コントローノレは、学年

が上がるとともに、変化していることが推概さ

れる O この結果は、庄司(1996)の児童のセル

フ・コントローノレは発達とともに低下するとい

う結果と一致している。 1年生の時は、まだ、

小学校から中学校に進学したばかりであるため、

先生や親の話しをよく聞くことと関係あると考

える。その結果、子どもたちは、授業中は先生

の話しをよく聞き、部活動などでは先輩や友だ

ちの話しをよく関いているため、自分をよくコ

ントロールしていると考えられる。つまり、学

習面、活動面、対人関係面において、 1年生は

自分が行動「したくないのにするj といった行

動をとる傾向が学年にかかわらず高いことが推

測される。 r校員IJ・抑制面Jにおいては、有意差
が認められなかった。つまり、校則面において、

学年、性別と関係なく、自分が行動「したいの

にしなしリといった行動をとる傾向が高いこと

が推測される。小学生の時から、学校の規則、

ノレーノレは必ず守らなければならないという考え

を持っているため、その考えが中学校に入って

も、当たり前のこととして考え、学年、性別に

関係なく、「校員iJは守るべきであるjという考え

を持っていることが推測される o

学技場面における中学生のセルフ・コントロ

ールの各下位尺度の'性差を検討した結果、男子

と女子には差がなかった O この結果は、庄司

( 1996)の児童の社会的抑制面のセノレア・コン

トローノレは、男子より女子が高いという結果と

異なっている。つまり、中学生になると、男女

に関係なく、セルフ・コントロールしていると

いうことが明らかとなった。
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方法

調査時期

2009年 11月に面接調査を実施した。

調査対象

調査は、質問紙調査を実施した首都圏の A

中学校 1年生""-'3年年生を対象とした。各ク

ラスの担任に依頼して、クラスでコントロー

ルがよくできていると思う子とコントロール

がよくできないと思う子を 1人ずつ候補者と

して選択してもらう。合計 22人が候補者と

してあげられた。その候補者中から、セルフ・

コントローノレできている子とできてない子を

学年ごとで任意に l名ずつ、合計6人を選び、

面接を依頼し、本人の同意を得て、半構造化

面接を行った。候補者の中から、セルフ・コ

ントロールできている子とできてない子を学

年ごとで任意に 1名ずつ、合計 6人を選び、

面接を依頼し、本人の同意を得て、半構造化
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面接を行った。

調査内容

研究の説明と面接調査の内容について説明

した。

密接の内容は

①学校生活の中で、自分としてコントロー

ルできてないと患う時はどういう時ですか。

②自分でコントロールができてないのはな

ぜだと思いますか。その時どうしていますか。

自分なりに工夫していることがありますか?

③学校生活の中で、自分としてコントロー

ルできていると思う時はどういう時ですか。

④自分でコントロールができているのはな

ぜだと患いますか。その時どうしていますか。

自分なりに工夫していることがありますか?

⑤学校生活を上手く過ごしていると患いま

すか。どの場合ですか。あなたはどのような

努力とか工夫をしていますか?

調査手続

面接調査は個別面接で行い、調査対象者の

匿名性が確保されることを説明した。インタ

ピューの内容は研究のみに使用し、他者が調

査対象者の回答を見ることは一切ないことを

説明した。

この面接調査への協力は自由意志であるこ

とを文書及び口頭で説明した。また，答えら

れない質問や，答えたくない質問は無理に答

えなくてよいことを口頭で説明した。面接中

でも面接を自由に中断できる旨を説明し、さ

らに、面接後でも、街接内容について、疑問

があったり、回答を取り消したい場合には、

その意志が最大限に尊重されることを説明し

た。

面接場所は、面接対象校の会議室で、行った。

面接調査時間は、お昼休みのおよそ 15"-'20

分、放課後のおよそ 15"-'20分であった。

結果

調査協力者の言葉を rJで、面接者の言葉を
(( ))で、記載した。アンダーラインが引し、てあ

る部分は、セルフ・コントローノレと関連ある発

言である。事例提示に関しては、承諾を得てい

るが、プライパシ一保護のため、事例の本質を

損なわれない程度に、一部改変した。

1. 1年生の事例

A:男子生徒、 13歳。中学校 1年生である(以

下Aとする)。部活はパソコン部に入っている。

本人は授業(場合による)や部活など、で、はセル

フ・コント丘一ノレできると思っているが、委員

会活動や授業中(場合による)では、コントロ

ールできない時があると思っている。コントロ

ールするためには、自分に対して言い関かせる

方法などをとっている。学校生活は適応してい

ると本人は患っている (Table2)。

B:女子生徒、 13歳。中学校 1年生。部活動

は女子バスケットボールに入っている。本人は

授業中メモしたり、集中することがコントロー

ルできないと思っている。掃除することは好き

である。勉強が好きではないため、工夫して、

様々な方法を考えて、自分をコントロールして

いると思っている o 学校生活は友だちがいるた

め、とても楽しいと思っている。相手の気持ち

を考えることが、友だちとの関で、とても重要

だと d思っている (Table3)。

2. 2年生の事例

C:女子生徒、 13歳。中学校 2年生。友だち

を非常に大切にしたいという気持ちを持ってい

る。友だちの意見に流される時もあり、自分を

コントロールすることが難しいと思っている。

人とのコミュニケーションをとる時、言葉遣い

にとても気をつけている。その面では、自分で

コントローノレしていると自負している O 自分と

相手が平等になって、お互いに尊敬することが

とても重要だと思っている。学校生活に適応し

ていると思っている (Table4)。

D:女子生徒、 13歳。中学校2年生。部活動

は吹奏楽部。本を読むことが大好きで、授業中

に本を読むことがコントロールできないことで

ある。友だちとしゃべることも好きで、部活動

の時もおしゃべりをすることがコントロールで

きない。掃除はきちんとやることや、校則を守

ることは、自分をコントロールできると患って

いる。学校生活をもっと楽しく過ごすためには、

たくさんの友だちを作りたいと思っている

(Table 5)。

日



質問者(函接者)

Table 2 インタどュー調査の自答 (Aさん)

i回答者(繍査対象者)

1.コントローノレできないことJについて

①《学校生活の中で、自分としてコン委員会とか、そういう時、 r，母りたしリというのがあるんですけど、その f帰りたもリという思
トロールできてないと思う時はどういh、と、やらなければならないのがあって、その f帰り t.:v'Jというのが勝ってしまって、仕事を忘
う時ですか。-......... -- .._---.，.れて帰ってしまう時があるんですね。」

②《怠分でコントロールができてないIrやっぱり楽したいのか、それともその後遊び十いとか その時によっていろいろありますけど。
のはなぜだと患いますか。やっぱり、そういうふうに 自分で動くのが苦手なんだはいますD J 

③《その時はどうしますか。>> I r自分iこ fこれやってからでいいじゃんJと自分に何度七習い間かせて。 r実際ゃったら、やの分
i、いいこともその分あるJって。それをやったら自分に設って、という感じですかね。 J

@<(そのため、自分なりに工夫していIrやっぱり基本的には、朝顔洗う日寺とか、その時に「ちゃんとやるぞj みたいな感じで、鑑主主エ
ることとかありますか。、i3分やちゃんと立て直します。そういうのや剥にやるト、一臼そういうふうに、 「ちゃん台しつ

iかりするんじゃないかなあ iと8分では照っていますo J 

@間以外に 学校生活の中で、自if委員会以外でいったら、やっぱり授業とかの時ですかね。授業の時、友だちと隠してしまったり
分でコントロールできてないと思うこ i、そういうことが多くあるので、そこは渡していきたいなあーとは思っています。 j
とがありますか。>>

@((なぜ、そのようにコントロールで!rやっぱり、学ぶとか働きとか、自分の中でもいいと思つてはいるんですけーど、それよりも気楽に
きてないと思いますか。》 !喜び株わえるという、楽に喜びを味わる土いう方にいっちゃうので、ついに授業の方を忘れてし

iまうんですね。 J
⑦《その時、どうしますか。>> 1 rさっき奮ったように、朝、自分に2言い聞かせるとか、後ほかには、その時に支ず、被害守しおやうl以江主。 J
2. コントロールできることJについて

①《学校生活の中で、 8分としてコン Ii苦手な数学とかの授業と着席の時間を守ることですかね。時間は比較的守っているほうなので、
トロールできていると思う時はどうしjそういう持は守っています。 j
う待ですか。

②《そのようにコントロールできてい!r進ぴの方、終わった後の楽しさが近いFいう方と、それと、あと、動くとやっぱりいいことはあ
るのはなぜだと思いますか。))るということですかね。わかりやすい楽しさと分かりにくい楽しさつであるんじゃないですか。例

iえば、平く座れば席替えが早くできると思うんですけど、そんな感じのことがたくさんあって、コ
1ントロールできていると居、います。

@((コントロールできるために、自分!@rコントロールするためには、課題を粍わせるようなこと、または、やりたいという、思わ日
でどんな工夫をしていますか。や得ないという思し、を自分でつくれば、逃げ遂が断ちやすくなって、コントロールできると思いま

iすo J 
@((それ以外はありますか。!r部活(パソコン部)で、プログラムとか作ったりするんですο そのプログラムをつくる期限があ

iって、例えば、 2日であったり、それをやるときは、糾があって、使命燃があって 例州、やら
lなければならないとかn それで、コントロールできると恵比、ます。 J

⑤それはなぜだと思いますか。!r爽任ですねやらなければならない It-いう腕。できればやりたいという方がいいんですけ
iど、 「やらなければならない|気持ちゃ作れば、コントロールできると患います。 j

@((そのために、自分でどんな工夫を!r宮言して、それを何度か繰り返すことで、自然とできるようにすることですかね。時間はかける
していますか。んですけど、コントロー川できていると思いますo J 

3.学校生活の現状

①《学校生活を上手く過ごしていると Ir学校生活は、今は上手くいっているといえますね。 J
思いますか。

②《上手く過すために、なんの工夫を Ir集団の中の一人として、みんなに索献できるように、しっかりといろんな成すことをすれば、ー
していますか。 I番いいと患います。 J

且

3. 3年生の事例

E:男子生徒、 15歳。中学校 3年生。趣味は

サッカー、バイオリンなど。友だちのことで、

感情が常識より強くなる時は、自分をコントロ

ールできないと思っている。場合によって、授

業中、友だちに話しかけてしまうことがあり、

自分をコントロールできない時もある。 3年生

であるため、勉強する時は、自分をコントロー

ノレしていると思っている。コントロールする時、

価値観で判断することができる。判断すること

が難しい時は、家族や友だちに相談する方法を

とる。勉強、友だち関係、恋愛などの要素がう

まく噛み合っていると学校が楽しいし、また、

その楽しさが続くためにもコントロールするこ

とが必要であると思っている。学校生活をうま

く過ごすためには、 j奇りの状況を把握すること

が大事なことであると考えている (Table6) 0 

R
U
 

Fhu 



質問者(面接者)

Table 3 インタビュー調査の回答 (Bさん)

!回答者(調査対象者)

1. rコントロ}ルできないこと j について
①《学校生活のやで、自分としてコントir勉強はいやなんで、先生がはなしをしているんですけど、それを少し関かなかったり、あ
ロールできてないと思う時はどういう持!と、友だちとけんかがあったりしているんじゃないですか。その時に自分勝手なところがある

ですか。ので、そういうところは、コントロールできてないと思います。 J

@((もっと詳しく言うと?例えば?)) ! r例えば、授業の時に、先生の言うことをメモしなければいけないんじゃないですか。それを
l開いただけて、メそしておかないと、練習とかするときに役に立たないんじゃないですか。間
iし、たことって、すぐ忘れちゃうんて'すね。だからメモを敢らなければならないかなあって、思
iいます。 j

③《その時、どうしますか。 Irその時は、告分がダメだなあと患って、友達から、ノートを借りて、書いたりして、ノート
;宏ちゃんと響いて、復習も予習もして、という感じですかね。 J

@((自分でコントローノレができてないの:r嫌だと思うのと、近くの友だちと話をして、勉強に集中できてないですね。 j
iまなぜだと思いますか。

⑤《その時、自分なりに工夫とかしたこIrやっぱり友だちからノートを錯りるということ。 j
とがありますか。))

2. rコントロールできること j について

①《学校生活の中で、自分としてコント摘除は好きなので、掃除を進んでいることが自分でコントロールできているのかなあーと患

ロールできていると患う時はどういう時iうのと、やっぱり勉強はすきではないが、いい点数を取るために、自分で自習勉したりしてい
ですか。ます。 J

@((それはなぜですか。 Ir蹄除は小さいころからやっているので、きっと体が覚えちゃったと思います。あと掃除をす
;ると体を動かすので、楽しいです。勉強は、やりたくないけどやらないといい点数を取れない

iし、また、大人になっても子どもに教えられないという点からみると、ちょっと自分も努力し
!なければいけないのかなあーと思います。 J

③《そのために、自分でどんな努力とかIr先生と 1対1になって勉強すると、勉強になるので、そういうように、先生に開きに行ったり
工夫をしていますか。します。 j

3. 学校生活の現状

①《学校生活を上手く過ごしていると思!
いますか。 irうまくというより、楽しいです。 J

②《なにが楽しいですか。》 i「友だちといると、本当に楽しいです。 j
@((友だちと楽しく過すポイントは何で!r友だちト噛み合わサるこ〉です。友だちに行こうと言われた時に行くとか、わたしが行こう
すか。))と誘う時に、いくとか。 j

@((その合わせるために、コントロールi「相手の気持ちゃ考えることだと思います。 j
が必要だと患いますが、その時、一番大!

撃なことはなにだと患いますか。))

F:女子生徒、 15歳。中学校 3年生である(以

下 Fとする)。趣味は水泳、美術である。授業

中、友だちとしゃべりたい時に、おしゃべりし

てしまうため、コントローノレできないと患って

いる。また、自分がし、ゃな教科はどうしてもや

りたくなくなるため、コントローノレできないと

思っている。勉強と遊びの切り替えをちゃんと

やって、学校生活を楽しくしようと患っている。

学校生活をもっと楽しく過ごすためには、たく

さんの友だちを作りたいと思っている (Table

7)。

考察

本面接調査の目的は、実生活において、中学

生はどのように自分の行動をコントロールする

のか、コントローノレできているのはなぜか、コ

ントローノレできてないのはなぜかなど、中学生

のセルフ・コントロールの現状について検討す

ることであった。

「学校場面における中学生のセルフ・コント

ロール尺度」は、「学習・促進面」、 f校則・抑制

面j、「活動・促進面J、「対人関係・促進面Jの

4つの構成概念からなっている。学校場面にお

いて、中学生に fコントロールできないことJ、

「コントローノレできること j について l年生か

ら3年生まで尋ねたところ、多くの話しは、干

の4つの場面からの話しであった。つまり、学

日



Table 4 インタビ‘ュー調査の回答 (Cさん)

質問者(面接者) :回答者(備対象者)

1.コントロールできないことj について

①《古学校生活の中で、 8分としてコン 友だちが言寄った慈免に、自分がたまに流されちゃう持があるんです。それが、コントロールで嘗てない
トロールできてなし、と思う時はどうい :からと患います。 j
う待ですか。

②《もっと詳しくいうと、どういう時 1 r友だちに、遊びとか、 「休露患の時間、うちのクラスに来てねj とか言ぎわれて、次の移動とかあるんです
ですか0)) けど、その時に少しよって、おしゃべりしちゃったりするとかして、その移動があることを8分も分かつ

lているんだけど、その友だちの方にむいて、おしゃべりして、その時が、自分が友だ%の撃を見lこ総F忘れh
I~ユエl..:.ゑんだなあと自分で患います。 j

③《自分でコントロールができてない i「自分が友だちを大切にしたいと思うからだと思います。同がいないのはちょっと絞しいことなので。
のはなぜだと思いますか。それはいやだなあと患って、大切にしようとする気持ちがあると思し、ます。」

@((そのため、自分なりに工夫してい~ r自分が発する持に肝つけて 相手に傷付けないように、例えば川たらいくねj みたいに、些
ることとかありますか。時の状況によって、臨機応変{こ変えられるように、検事患やちゃんrI繰らんで、しゃべるようにする、とか

iを然をつけています。 J
⑤《それ以外に、§分でコントロール Irやっぱり、テスト勉強の時期、部活とかで疲れちゃったりして、どうしても、勉強の時間がつくれなく
できてないと患ったことはありますか iなっちゃったりして、本当は短時間でも、やらなくじゃいけないのに、遊んちゃうとかして、コントロー
。ルできてないと思います。」

⑤《それはなぜだと思川、ますか。 1r自分が自分の気持ちに甘えちゃったんじゃなし、かなあ~と思川、ます。 J

⑦《その時、自分なりにどんな工夫を I rテスト勉強の時間を決めて、この時間までやって、このくらいまでやる、というふうに決めるようにし
していますか。》 lています。 j

2. コントロールできることj について

①《学校生活の中で、自分としてコン授業中とかに、その授業のこととかしていない人とか近くにいる時は、自分もやっじゃいけないという
トロールできていると思う時はどうい lところは自分でも分かっているんで、そこ注意できるところですかね。相手が傷付かないように「先生い
う時ですか。るよJみたいな感じで、近くの人に注意することはできるので、そういう持、コントロールできているん

iだなあというふうに、 a分で思っています。 J
②《相手が傷付けないように工夫する l r自分が発した鵠で相手が傷付いて、クラスの中の関係が崩れていくのは、自分でもいやなので、そん
のはなぜですか。なふうにならないように気をつけています。」

③《そのために自分なりに気をつける 自分が発した雷紫はもう戻らないじゃないですか。なので、自分が稔裟や発する前に、ちょっト削げて
ところは、どういうところですか。こんな設業なら大丈夫かなあj というふう岬えるようにはしています。」

包《それ以外またありますか。!r友だちが、わたし携われたとき、自分はそれをやりたくない時は、 「こういうことをやって見なし、」と
;いうふうに、友だちについて行かなくてするのが、自分としては、コントロールできていると思いますυ

@((相手に傷付かないように工夫しな 1 r良くないことはよくない、自分がやりたくないことは相手にちゃんと伝えないと、根手も自分の気持ち
がら、自分のやりたいこともちゃんと iを分かつてもらわないので、そこは自分の意見を留うようにしています。 J
やるということですかね。そのように 1
できるのはなぜですか。

⑤《そのために、自分として、どんな 1ro、つも自分だけでやりたくないことはやらないというように断るんじゃなくて、相手のやりたいことと
こと工夫していますか。 L 自分のやりたいこと、それを交互に受けたり断ったりして、平絡になるような終じでするようにしてい

1ます。 J

3.学校生活の現状

①《学校生活を上手く過ごしていると I rはい。友だちとの関係は大事にしていきたいと患っているので、崩れないようにちゃんと努力、工夫し
思いますか。て、その総係に気付くようにしています。」

②《そのために、どんなところに工夫 if自分の意見はちゃんと言って また、友だちの営業もちゃんと聴いてあげるようにしています。 J
しますか。

③《友だちと 8分の意見の問に矛盾す 1rその時は、ちゃんと、もう一回最初からリセットして、相手とちゃんと話し会えるようにしています。
ることがある時はどうしますか。 IJ

④《自分がコントロールできているな I r向伶の煮更と相手の殺界やお育いに藤敬寸-?:")ことだと恩います。 J
かで、一番大事だ思うところはありま I 
すか。

⑤《その中で一番重要なのはなにです!「自分川幹平等にすることが大事だと思いますo J 
か。》

孟

校場面において、中学生は主に学習、校員IJ、活

動、対人関係のなかで、自分の考え、感情、行

動を主張・抑制していくことが推測された。

インタピ、ュー調査を通して、 fやらなければな

らないJ(Aさんの話しから)という責任感を持

つことになり、その責任感によって、コントロ

ールすることが示された。これはまさに、江川

-57 

(2002)の指械のように、青年前期の知的発達

と自己意識の発達によって生じる変化によるも

のではなし、かと考えられる。このような発達に

ともない、中学生は、「やらなければならないj

という自分なりの基準を設定し、 fやりたくなく

てもやる」としづ促進面の自己基準に基づくコ

ントロールを取る傾向が推測される。



質問者(笛後者) !回答者(髄対象者)

Table 5 インタビュー調査の回答 (Dさん)

1.コントロールできないことj について

①《学校生活の中で、自分としてコン 授業中に本を読んではいけないのに、本そ統で、先生に怒られちゃったり、そんなにないと患います。
トローノレできてないと思う持はどうい :J 
う時ですか。

②《自分でコントロールができてない I rやっぱり勉強より本を統むのが好きだから。 Yうしても好去な方lこいっちゃうので。 J
のはなぜだと患いますか。

③《コントロールできない持、自分と I rできるだけ、 Bnaい本は学校に持って来ないようにします。あとは、できるだけ休み待簡に一気に読ん
して、どのような努力とかヱ夫をして lでしまいます。それで、楽しいことが残らないようにしないとー J
いますか“

④《それ以外に、コントロールできな ! r (慨で)練習しなければならないのに、おしゃべりして、非常に怒られて。やっぱり怒られます。 J
いと忽う時はありますか。

⑤《その時はどうしますか。》 i「練習しな肋ばならなし川、タイミングを見つけて 始まりますo J 
⑪悦んな待 自分で努力とか工夫を i「できるだけおしゃべりをしないように、抑えつけます。 J
していますか。

2. コントロールできることj について

①《学校生活の中で、自分としてコン I r例えば、掃除とかちゃんとやるように頑張っています。後は、先生の授業はちゃんと織くように努力し
トローノレできていると思う時はどうい iています。」
う純ですか。

②《そういうコン M ールができてい if好きかもしれないです。後は、いいところを見せたいとかo J 
るのはなぜだと思いますか。

③《自分として、どんなに工夫してい Ir前の臼にやる止ころや者えておいて やるトころを決めて、次の沼に fばっ I，l-ゃっ九ゃいますo J 
ま<j-泊、

④《それ以外にはまたありますか。)) I rできるだけ、学校で決めたことは守る。例えば、 (制服)第 1ボタン、第 2ボタンははず与ないとか。
Iブラウスはちゃんと着るとか。 j

⑤川悦ぜだと思いますか。》 i f少なくとも校貝IJとかはちゃんと守ろうというように決めているというか、しています。ただ、時々廊下
lを走ったりしてはいるんですけど。」

@((なぜ、校長Ijはちゃんと守ろうとい!rわりと自然に。先生に注意されるのをよくみているですが、怒られたり。そういう時 f怒られたくない
う考え持つことになりますかω なあJと患ったりしています。 j

⑦仰
ブカ〕とか工失をしていますか。

1 
3.学校生活の現状

①《古学校生活を上手く過ごしていると I rはい、そうです。伊jえば好きな授業とか、あとは、休み時照に友だちとしゃべたり。前はそんなことが
思いますか。無かったですけど、中学生になったら、結構いろんな人とおしゃべりしたくなりますので。 j

②《そのためにどんな努力とか工夫を I rできるだけ、授業を楽しめるように頑張っています。 j
していますか。

i 

今回のインタヒマュー調査を通して、現在の中

学生にとって、対人関係が非常に重要であるこ

とが確認された。 1年生から 3年生までの Aさ

んから Fさんはすべて f学校生活を上手く過し

ているJと感じている。学校生活の中で、「友だ

ちといることが一番楽しい (Bさん)Jため、 f友

だちとの関係を大事にしたい (Cさん)J、さら

に「たくさんの友だちを作りたい(刀さん、 F

さん)Lrみんなに貢献できる自分としての友だ

ち環境 (Aさん)J、f平等な友だち関係をつくる

(Eさん)Jとしづ気持ちが強かった。この現状

は、本研究の【研究 1]から得られた結果とほ

ぼ一致していると考える。つまり、中学生の学

校場面におけるセルフ・コントローノレは、少な

くとも本 6事例のインタピ、ューから、学年差は

見られたが、性差は見られなかったという結果

を支持するものである。ただ、今回のインタピ

ュー調査から、対人関係のなかでも、対人関係

におけるコントロールのしかたには違いがあり、

召さん(女子)、 Cさん(女子)、 Dさん(女子)、

Fさん(女子)は情緒的側面(例えば、「楽ししリ、

「大事にするj など)でコントロールしようと

する傾向が示されたため、これを「情緒的セル

フ・コントローノレ」とした。 Aさん(男子)、 E

さん(男子)は理性的側面(たとえば、「みんな

に貢献」、「平等な関係」など)でコントロール

しようとする領向が示されたため、これを「理

性的セルフ・コントロールJとした。今回の面

接は 6事例と限られているため、どれほど一般

化できるか、今後のさらなる面接、調査が必要

であるが、少なくとも、今回の調査では、男子

生徒 (Aさん、 Eさん)は理性的セノレフ・コン

トローノレ、女子生徒 (Bさん、 Cさん、 Dさん、

Fさん)は靖緒的セルフ・コントロールといっ

。。
F
h
u
 



質問者(面接者)

Table 6 インタビュー調査の回答 (Eさん)

;回答者(細対象者)

1.コントロールできないことj について

①《学校生活の中で、自分としてコントロ-1r自分の仲のいい友だちが嫌なことを霊堂われたり、他の人がかわいそうだなあと思うと、そ
ルできてないと思う時はどういう時ですか。 1の時l土持と主畿を考えずにその主畿で、止めてあげたいという持。そんな場所で静かにしなけれ
))ばならないと思うのに、ちょっといじわるされたりすると。その時ちょっと大声を出したり

Iするかも知れないですけど。 J

②《自分でコントロールができてないのはな成備の方が常織より強くたって戦いちゃうと思いますが(溶ち射ができないと思います
ぜだと思いますか。が)0 J 

@({その時、どうしますか。》 i fそれを抑えようとする持、自分に恥滋山て i暗い決すo J 
@{(それ以外iこ、コントローノレできてないと Ir学校生活じゃなくても、家とかに織って、やっぱり学校っていろいろあるじゃないですか
患う時とかありますか。 tそれで疲れちゃったりすると、もう、なんか、家に帰って勉強しなりればいけないんだけ

Eど、疲れて眠くなっちゃって、そのやらなきゃいりないことをできなくて、機ちゃうとか。
iその、体が疲れちゃうトやっぱりいろいろ出来なくたっちゃいますね。 j

⑤《学校で、授業中とかは、どうですか。)) 1 r今度は逆ですけれども、授業中、おしゃべりとかしたくなっちゃって、腐りの友たちとか
I{こ話ーしかけちゃったり o 今度は懇い意味で、自分をコントロールできないn寺もあります。 j

@{(その時はどうしますか。》 ifその時l立、先生に怒られますo J 
⑦《怒られたら またどうしますか。恥れたら たぶんぞの後はやらないと思います。」

2. コントロールできることJについて

①《学校生活の中で、自分としてコントローirクラスのまとめ役とか、そういう役職につくときが多いんですけど、なんとか代潔みたい
ルできていると思う待はどういう時ですか。 1のが。そういう時に、やっぱり代表とかが前で、静かにしようとか。乱暴な設紫とか使っち

1ゃうとまとまりがなくなっちゃったり、そういう時もあるので、そういう感情で感情論を滋
1うときとかも、やっぱり冷静に f静かにしなさし、Jとか、了増産な霊言葉を使ったり、そういう
1ので自分の感情チ抑えて、代埜をやっJーめる、という綴験はあります。 J

②《友たちとの関係とかでありますか。友だちとか、お昼休みによくサッカーとかやるんです。みんながみんな、自分のやりたい
iプレードとかしているので、あまりコントロールとかそこでは見えないと l忍い配人 j

@({今、中学3年生なので、勉強がかなり中 1rやっぱり、やらなければならないんだなあートいう気控ちがだんだλ訴づいて非ますので
心だと思いますが、そういうところではコンーそういうところではコントロールしていると思います。伊iえばゲームしたいとか。でも移に
トロールしているところはありますか )) - !ちゃんと高校行かなければならないんだなあーと思うと、今は別にそういうゲームをそんな

。 !にやりたいわけじゃないから、制にぞういうふう l摘しく禽うとさがありまれ j 

窃《そのよう iにこコントロ一ルできているのはコントロ一ルするこ土何で 白分例拍がt得られる絡果、コントロ一ルしないこどで、陪附+分〉に帰つ
なせぜ宝だと

か 。.，思習lう4トレ手青詮iは立、 やつlば£り司ぞ干つ宇九3の価-儲が詰瀦包b、から u台，照つて) 、号干μ勺ち4やμi溺2鈴母/んνでn でも、 本当
:lこ自分が怒ったりする時は、感情の方が先にいっちゃったりするn寺は、やっぱり、 i当分をコ
iントロールできないかもしれないけど。普通の時はやっぱりそのほうがいし、と思う附(です
tね) 0 J 

@{(自分でこうその領値とか、それを判断しやっぱり、そのコントロールするのかしないのか迷ったりするじゃないですか。その迷っ
てから、行動することですかね。自分なりに iたりする時は、友だちとか、家族とか、相談しに行ったり。やっぱり自分一人では決められ
工夫していることがありますか?価値観以外iない時、その時は、やっぱり人と相談します。 J
Iこ。》

E 

3. 学校生活の現状

①《学校生活を上手く過ごしていると患いま結構、今は楽しく、ょくできていますね。 j
すか。》

窃《もっと言羊しく震えば、どんな場合ですかIr勉強の、ここ最近、テストとかも上手くいっているし、なんだろう この中学牛汗して‘
。この坐減すおニシで.大慈にする蓉事長〉いうのが』動強〉か友だち総係とか、熊受とか、そ

Iういうのが出てくると思います。で、その要事終令部が今は上手く様車が繍み合って、楽しく
I物事が進んでいる時期だから、やっぱりこれを続けてし、くなかでは、やっぱりコントロール
I~レかすあこt:が必蓉だと黒うし、ぞこは自分で頑張ってL功過なければならない什ころYなあ
1庁、自分で黒い主す。 J

③{(J二手くいってないと思うときはあります~ r先替った3つが偏ったりしているF、xつちか1つが昔話ったりしていお台、やっぱりそれを
か 。-.....-.， - "-，-----~- ~埋めよう止する。例えば勉強がおこったりしたと思ったら、勉強をもっとしようと、あげて

:Itし、叫カか込なlけすればと
iのが縦しいけy で弘附ぞれがト手く均等にいつているH時寺が一按楽しいと思思、います。 J

@((そのためには頑張る。頑張っていくのにはい。やっぱり、例えば友だち関係とかの場合だったら、自分の気持ちをちゃんと人に伝
は、コントロールしなければならないことろ!えていくこともしなければいけないし、かといって、自分の気持ちばかりで、人の意見とか
がたくさんあると思し、ますか。湖かずに自分の意見ばかり震うのも変だから、そこはやっぱり、平等にやっていかなければ

ド法以思います。」

⑤《その中で一番E主要なのはfriTだと思いますIr周りを見るということかなあ一。なんか、やっぱり自分ばかり見ていると、その腐りにど
か。)>- -~~.~-，，~."-~.~..ぅ合わせていくのかというのが分からなくなっちゃうから、周りをきちんと見ていると、例

!えば、友だちは悲しいことがあったのに、自分だけそれを気付かないような、なぐさめであ
Zげられような言葉をかけちゃうと、もっと友だちがし、ゃな気持ちになるから、ちゃんeJ習りiの状況時携するのが一番大事件黒います。 J
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質問者(街援者)

Table 7 インタビュー繍査の回答 (Fさん)

i回答者(調査対象者)
1.コントロールできないこと J について

①《学校生活の中で、自分としてコントロール授業中に方がちトしゃべりたいシ照ってぞの支乏しゃべっちゃう持がああんです

できてないと思う時はどういう時ですか。I'tど。 j

@ ((その降、どうしますか。 Irその時l立、ある程度切りがついたら、また授業に集中したりとか、友だちが話し
jかけてきた時は、 fやめよう 1とかとみたいな感じで寄ったりしています。」

③《自分でコントロールができてないのはなぜ自分の嫌いな教科トかになる台、やっぱりやり行くなくなっちゃっTごりとかし

だと患いますか。て。 j

@) ((コントロールできてない時lこ、自分として Ir自分では、 fやめよう j とは患います。 j
はどうしますか。

2. コントロールできること j について

①《学校生活の中で、自分としてコントローノレ例えば、体育の授業とかで、自分のあまり好きじゃないこととかする時に、やら

できていると思う時はどういう時ですか。ないということはできないんで、それは穣磁的にやっていると患います。」

②《それはなぜだと患いますか。 Ir体育が好きなので、それもあると思いますが、 fやらなければいけなしリとのも
iあると患います。 j

Q) ((その時にはどのように自分なコントロールその時は、そのことにたいして、好夫になJちう》するようにしてい支す内友だち

していきますか。とか、自分とあまり関わりのない人としゃべる持もあるんですけど、あまり仲良く

tないのに。でも仲良くしたいという気持ちはありますので、しゃべたりします。 J

@((そのようにするためには、自分として、ど Ir友だちの友だちとかの時は、その友だちにその人の好きなこととか聞いて、そん
のようなヱ夫とかしていますか。なことについてしゃべってみたりして、あと、 a分の好きなこととかしゃべたりし

Eてはいます。 J

@((自分がそのようにできるのはなぜだと思いいろんな人と友だちになりたいという気持ちがあるからだと思います。 j

ますか。

⑥《いろんな人と友だちになりたいのはなぜで少しで仲間肘楽しみたいだから内私にトつては友だちがたく戸んいたlま

す か。うが安心1:'t-黒うので。 J

@((もっと詳しく設えば、どんな場合です 勉強するときは勉強して、休みの時は、友だちと遊びとかして、その切り替えを

か。するという時です。 j

Q) ((それはなぜだとおもいますか。 Ir自分が授業中に遊んで楽しくても、それは自分のためになってないと思lうし、だ
!から、授業の持はちゃんと勉強して、休みの時は友達と遊ぼうとする、そういう

j.:!2ゃん介切り替立やしようシする、そういう気持ちが自分の中にはあると患いま
14~ 

@((上手く過すためには、どのような努力とか自分一人でそういうことはできないんで、そういうところは友だちとちゃんと

工夫をしていますか。寄って、そういうふうにしています。」

た、セルフ・コントロールにおける質的差異が

示された。今後、これについてさらなる検討を

行う必要があると考える。

今回のインタビュー調査では、学校場面にお

いて、「コントローノレできないことJと「コント

ロールできるJことについて尋ねた。コントロ

ールに対する考え方は、学年によって違いがあ

ると考えられるo 3年生のコントロールに対す

る考え方は 1年生と 2年生とは違いがあること

が示唆された。 1年生と 2年生は、深く、先の

こと考えずに、し、わば、「分かりやすい楽しさは

さん)Jのため、自分の感情、行動をコントロー

ルする。しかし、 3年生は、自の前のことより

将来のことを考え(Eさん)、コントローノレする。

3年生になると、自分なりの一定の価値観が形

成されたため、その価値観で判断し、行動する

ことが多い。 Fさんは、 f自分が授業中に遊んで

楽しくても、それは自分のためになってないと

思うし、だから、授業の時はちゃんと勉強して、

休みの時は友だちと遊ぼうとする、そういうち

ゃんと切り替えをしようとする、そういう気持

ちが自分の中にはあると患いますん 1年生と 2

年生のコントロールは杉若 (2003)が指摘した

調整型セルフ・コントローノレと同様だと考えら

れる。 3年生のコントロールは杉若 (2003)が

指摘した改良型セルフ・コントローノレと開様だ

と考えられる O

今回のインタビュー調査を通して、中学生

(1年から 3年まで)のセルフ・コントロール

には、何らかの目的を達成するためであること

が示された。たとえば、テストでよい成績をと

るために遊ばずに頑張ること、学校生活をうま

く、楽しく過ごすため、友だちとお互い尊敬し

ながら、自分と相手を平等にすること、自分が

授業中に遊んで楽しくてもそれは自分のために

なってないと思い、授業の時はちゃんと勉強し

て、休みの持は友だちと遊ぶという切り替えを

する気持ちを持つこと、学校生活の勉強、友人

ハUFO
 



関係などの要素のバランスをとるために、自分

の感情や行動をコントロールすること、などで

ある。このように①自分なりの基準を自分で設

定すること、②自分のことだけでなく、なすべ

きこと、責任や友人のことも考えること、③今

だけでなく、将来のことも考えられることが、

中学校 3年間の簡にセルフ・コントロールの自

己基準としてできるようになることが明らかに

なった。

今後の課題

今後、中学生の特徴として示されたセルフ・

コントロールの質的内面的な側面についてさら

に検討を行う必要がある。面接調査を通して、

中学生のセルフ・コントロールの仕方には情緒

的コントローノレと理性的コントロールがあるこ

とがわった。今回の調査では、男子生徒には理

性的セノレフ・コントロールの傾向、女子生徒に

は情緒的セルフ・コントロールの傾向が示され

た。これは今回の研究で偶然だった可能性も考

えられ、今後は、中学生の理性的コントロール

と情緒的コントロールについてさらなる検討を

行うと同時に、セルフ・コントローノレのもっと

内面的な研究を行う必要があると考える o
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A Study on Self-control of Junior High School Students at School 

Yufen CUI 

Ichiko SHOJI 

The focus ofthis study is on the analysis ofself"control ofjunior high school students at school. 

Existent studies pointed out that self-control has an inf1uence on not only adaptability at school 

but also delinquency and social skill. However， there are few studies based on self"control of 

junior high school students. This study is based on the analysis of a survey of 365 students at 

junior high school. In part 1， 1 wiU discuss the concepts about self-control of junior high school 

students at school by using criteria of self"control of junior high school students at school. In 

“Promotion in Studyぺ五rst-yearstudents are significantly high than second "year students; in 
“Promotion in Activity"，五rst-yearstudents are significantly high than second "year and third "year 

students; in “Promotion in Human Relations"，五rst"yearstudents are significantly high than 

third柑yearstudents; in “Restraint in School Rules"， there is no significant difference. In part 2， 

though an interview with 6 students at junior high school， 1 have found that self-control of junior 

high school students is set based on i) their own standards by themselves; ii) considerations for not 

only themselves but also others; i註)considerations about not only now but also future. At last， 1 

wiU discuss that there are two kinds of self-control of junior high school students: rational and 

emotional. 
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